




































































































































































































































































があった。死にそうになった時、母親にこう言った「私は生き返ること できます。私を埋める時には 杖を私の墓の上に立てて下さい。もし杖が抜けたら、私を出して下さい」と。亡くな てから、杖を言われた通りに埋めた。七日たって行って見ると、果たして杖は抜けていた。早速これを掘り出したところ、すぐに元通りに元気になった。【語釈】＊この話は『太平御覧』七一〇に見える。ま この事は『捜神記』
巻一五（ 『法苑珠林』一一六、 『太平広記』三七五引）に見える。



































































































































































魏済北郡、従事掾弦超、字義起。以嘉平中夜独宿、夢有神女。来従之、自称「天上玉女、東郡人。姓成公、字知瓊。早失父母、天地哀其孤苦、遣令下嫁従夫。 」超当其夢也 精爽感悟、嘉其美異、非常人之容。覚寤欽想、若存若亡。如此三四夕。一旦 顕然来遊。駕輜
　
車、従八婢。服綾羅綺繍之




此其詩之大較。其文二百余言、不能悉録。兼註『易』七巻、有卦有象、以彖為属。故其文言、既 義理。又 以占吉凶、猶揚子之『太玄』 、薛氏之『中経』也。超皆能通其旨意、用之占候。作夫婦経七八年、父母為超娶 後 分日而燕、分夕而寝。夜晨去、倏忽若飛。唯超見之、他人不見。雖居闇室、輒聞 声、常見踪跡、然不睹其形。後人怪問、漏泄其事。玉女遂求去、云「我神人也。雖与君交、不願人知。而君性疏漏、我今本末已露 不復与君通接。積年交結、恩義不軽。一旦分別、豈不愴恨。勢不得不爾、各自努力 」又呼侍御、下酒飲啗。発簏、取織成裙衫両副遺超、又贈詩一首 把臂告辞 涕泣流離 肅然昇車 去若飛迅 超憂感積日 殆至委頓去後五年 超奉郡使至洛 到済北魚山下 陌上西行 遥望曲道頭、
【語釈】＊この話は『太平御覧』七六一に見える。また、この事は『捜神記』
巻一（ 『法苑珠林』八、 『芸文類聚』七九、 『太平御覧』六七七引） 、『北堂書鈔』一二九に引く張敏『神女伝』 、 『太平御覧』三九九・七二八に引く『智瓊伝』 、 『太平寰宇記』一三、 『太平御覧』四二にく『述征記』 、 太平広記』六一に引く『集仙録』に見え 。 『捜神記』 、 『太平寰宇記』 、 『太平広記』は嘉平年間（三国魏、斉王曹芳の二四九～二五三年）の事とする。 『太平御覧』は「魏熹平」のことするが、熹平（一七二～一七八年）は後漢の年号である。















































































































































魏済北郡、従事掾弦超、字義起。以嘉平中夜独宿、夢有神女。来従之、自称「天上玉女、東郡人。姓成公、字知瓊。早失父母、天地哀其孤苦、遣令下嫁従夫。 」超当其夢也 精爽感悟、嘉其美異、非常人之容。覚寤欽想、若存若亡。如此三四夕。一旦 顕然来遊。駕輜
　
車、従八婢。服綾羅綺繍之




此其詩之大較。其文二百余言、不能悉録。兼註『易』七巻、有卦有象、以彖為属。故其文言、既 義理。又 以占吉凶、猶揚子之『太玄』 、薛氏之『中経』也。超皆能通其旨意、用之占候。作夫婦経七八年、父母為超娶 後 分日而燕、分夕而寝。夜晨去、倏忽若飛。唯超見之、他人不見。雖居闇室、輒聞 声、常見踪跡、然不睹其形。後人怪問、漏泄其事。玉女遂求去、云「我神人也。雖与君交、不願人知。而君性疏漏、我今本末已露 不復与君通接。積年交結、恩義不軽。一旦分別、豈不愴恨。勢不得不爾、各自努力 」又呼侍御、下酒飲啗。発簏、取織成裙衫両副遺超、又贈詩一首 把臂告辞 涕泣流離 肅然昇車 去若飛迅 超憂感積日 殆至委頓去後五年 超奉郡使至洛 到済北魚山下 陌上西行 遥望曲道頭、
【語釈】＊この話は『太平御覧』七六一に見える。また、この事は『捜神記』
巻一（ 『法苑珠林』八、 『芸文類聚』七九、 『太平御覧』六七七引） 、『北堂書鈔』一二九に引く張敏『神女伝』 、 『太平御覧』三九九・七二八に引く『智瓊伝』 、 『太平寰宇記』一三、 『太平御覧』四二にく『述征記』 、 太平広記』六一に引く『集仙録』に見える。 『捜神記』 、 『太平寰宇記』 、 『太平広記』は嘉平年間（三国魏、斉王曹芳の二四九～二五三年）の事とする。 『太平御覧』は「魏熹平」のこととするが、熹平（一七二～一七八年）は後漢の年号である。










































































































































































は「班義起」三字に、 『捜神記』 、 『太平広記』は「弦超、字義起」五字に、 『太平御覧』三九九は「弦超 字義超」五字に作る。
③神女―『捜神記』は「自称『天上玉女、東郡人。姓成公、字知
























































































































































































































































































































































































































①済北―国名 漢に置かれた。 『捜神記』 、 『太平寰宇記』 、 『太平広
記』は「済北郡」 作る。済北郡は南朝宋に置かれた。山東省肥城県の南。 （肥城県、古肥子国。漢置肥城県、属泰山郡、後漢属済北国。尋省入廬県。劉宋時、済北郡治於此。 『読史方輿紀要』 ）


















































































































































































































































































































































































































































は「班義起」三字に、 『捜神記』 、 『太平広記』は「弦超、字義起」五字に、 『太平御覧』三九九は「弦超 字義超」五字に作る。
③神女―『捜神記』は「自称『天上玉女、東郡人。姓成公、字知








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の世に並ぶものが無い程の素晴らしさであった。生のもとにやって来て、夫婦になった。そこで言うには「私は普通の人間とは違います。灯りで私を照らしてはなりません。三年が経てば、照らして見ても構いません」と言った。こうして二人は夫婦とな 、子供が生まれた。二年が経ち、生は我慢 出来なくなった。夜中に妻が寝後を窺って、こっそり妻を灯りで照らして見た。すると妻の腰から上は普通の人間と同様に肉がついてい 、腰から下は干からびた白骨があるだけだった 妻は目を覚まし、そうして言うに 「あ
37 談だん
生せい
談生者、年四十、無婦。常感激読『詩経』 。夜半有女子、可年十五六。姿顔服飾、天下無双。来就生、為夫婦。乃言「我与人不同。勿以火照我也。三年之後、方可照。 」為夫妻、生一児。已二歳、不能忍。夜伺其寝後、盗照視之。其腰已上生肉如人、腰下但有枯骨。婦覚、遂言曰「君負我。我垂生矣、何不能忍一歳而竟相照也。 」生辞謝涕泣、不可復止。云「与君雖大義永離 然顧念我児。若貧不能自偕活者。暫随我去。方遺君物。 」生随之去 入華堂、室宇器物 凡。以一珠袍与之、曰「可以自給 」裂取生衣裾、留之而去。後生持袍詣、睢
①
陽王家買之、得銭千万。王識之曰「是我女袍、此




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































の世に並ぶものが無い程の素晴らしさであった。生のもとにやって来て、夫婦になった。そこで言うには「私は普通の人間とは違います。灯りで私を照らしてはなりません。三年が経てば、照らして見ても構いません」と言った。こうして二人は夫婦とな 、子供が生まれた。二年が経ち、生は我慢 出来なくなった。夜中に妻が寝後を窺って、こっそり妻を灯りで照らして見た。すると妻の腰から上は普通の人間と同様に肉がついてい 、腰から下は干からびた白骨があるだけだった 妻は目を覚まし、そうして言うに 「あ
37 談だん
生せい
談生者、年四十、無婦。常感激読『詩経』 。夜半有女子、可年十五六。姿顔服飾、天下無双。来就生、為夫婦。乃言「我与人不同。勿以火照我也。三年之後、方可照。 」為夫妻、生一児。已二歳、不能忍。夜伺其寝後、盗照視之。其腰已上生肉如人、腰下但有枯骨。婦覚、遂言曰「君負我。我垂生矣、何不能忍一歳而竟相照也。 」生辞謝涕泣、不可復止。云「与君雖大義永離 然顧念我児。若貧不能自偕活者。暫随我去。方遺君物。 」生随之去 入華堂、室宇器物 凡。以一珠袍与之、曰「可以自給 」裂取生衣裾、留之而去。後生持袍詣、睢
①
陽王家買之、得銭千万。王識之曰「是我女袍、此







































































































































































































































































































































































































































































































一千万の銭を得た。ところが王はこの袍に見覚えがあり「これは私の娘の袍だ。これはき 墓を暴いた 違 ない」と言った。そこで生を捕らえて厳しく取り調べた。生はありのま を詳しく説明したが、王はそれでも信用しな った。 こで娘の墓を調べてみると、墓は完全に元のままだった。掘り返して れを見てみる 、果たして棺の蓋の下 生 着物の裾が見つかった。その子供 呼び寄せてみると、まさに王の娘にそっくりであ 王は こで漸 生の話を信じたのだった。直ぐに談生を召 て、ま 贈り物を与え、それで娘婿と認めた。その子供も上奏して侍中にしたのであった。【語釈】＊この話は『太平広記』三一六に見える。また、この事は『捜神記』
巻一六（ 『北堂書鈔』一二九、 『法苑珠林』九二、 『太平御覧』三七五
三〇
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後のち
に生
 袍はう
を持ちて市に詣
いた
るに、睢
すゐ
陽やう
王わう
の家
いへ
 之これ
を買ひ、銭
ぜに
千万を得
え
た
り。王
 之これ
を
識し
りて曰く「
是こ
れ
我わ
が
女むすめ
の袍なり。
那なん
ぞ市に
在あ
るを得ん
や。
此こ
れ必ず
冢つか
を
発あば
くならん」と。
乃すなは
ち
取と
りて
之これ
を
拷う
つ。生
 具つぶさ
に
実じつ
を
以もつ
て
対こた
ふるに、
王わう
 猶な
ほ信ぜず。
乃すなは
ち
女むすめ
の
冢つか
を
視み
るに、
冢つか
は
完まつた
くし
て
故もと
の
如ごと
し。
発ひら
きて
之これ
を
視み
るに、棺の
蓋がい
下か
に
果は
たして
衣い
裾きよ
を得たり。
其そ
の児を呼びて
視み
るに、
正まさ
に王の
女むすめ
に
類に
たり。王
 乃すなは
ち
之これ
を信ず。
即すなは
ち
談だん
生せい
を召し、
復ま
た
之これ
を
賜し
遺ゐ
し、
以もつ
て
女ぢよ
婿せい
と
為な
す。
其そ
の児を
表へう
して
郎らう
中ちゆう
と為
な
す。
①睢陽―春秋時代の宋の地で、秦は県を置き、漢の時に梁の孝王が
城を築いて梁の都となし、後漢を通じて存続した。
②侍中―天子側近の顧問官。 『捜神記』 「郎中」に作る。郎中は、
官名。秦代では宮中の宿直の役。
〔二〇一五・六・二五
　
受理〕
三一
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